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大
伴
家
持
と
陸
奥
国
出
金
詔
書
小
野
寛
序
　
天
平
二
十
一
（
七
四
九
）
年
二
月
二
十
二
日
、
陸
奥
国
よ
り
初
め
て
黄
金
が
献
上
さ
れ
た
。
直
ち
に
畿
内
・
七
道
の
諸
社
に
幣
用
が
奉
納
さ
れ
、
そ
の
よ
ろ
こ
び
と
感
謝
の
報
告
が
神
々
へ
な
さ
れ
た
。
四
月
一
日
、
聖
武
天
皇
は
東
大
寺
に
行
幸
し
、
造
営
中
の
盧
舎
那
仏
の
前
殿
に
入
り
、
像
の
正
面
に
対
座
し
た
。
皇
后
・
皇
太
子
が
そ
の
傍
に
並
ん
で
侍
し
、
群
臣
百
寮
及
び
士
庶
に
至
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
身
分
に
従
っ
て
御
殿
の
外
に
整
列
し
た
。
そ
こ
で
左
大
臣
橘
諸
兄
が
勅
を
受
け
て
、
仏
前
に
天
皇
の
お
こ
と
ば
を
表
白
し
た
て
ま
つ
っ
た
。
続
い
て
中
務
卿
石
上
乙
麻
呂
が
長
文
の
宣
命
を
申
し
上
げ
た
。
文
武
天
皇
即
位
の
宣
命
以
来
、
続
日
本
紀
に
記
載
さ
れ
た
宣
命
中
、
最
長
の
宣
命
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
陸
奥
国
出
金
詔
書
で
あ
る
。
同
日
、
越
中
国
守
大
伴
家
持
は
従
五
位
下
か
ら
従
五
位
上
を
授
け
ら
れ
た
。
こ
の
時
同
時
に
昇
叙
に
あ
ず
か
っ
た
者
は
、
正
三
位
か
ら
従
二
位
に
の
ぼ
っ
た
巨
勢
奈
且
麻
呂
外
十
五
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
大
伴
氏
を
名
の
る
者
は
大
伴
牛
養
、
従
三
位
よ
り
正
三
位
、
大
伴
稲
君
、
従
五
位
上
よ
り
正
五
位
下
、
が
あ
っ
た
。
更
に
大
伴
牛
養
は
中
納
言
と
な
っ
た
。
　
四
月
十
四
日
、
天
皇
は
ま
た
東
大
寺
に
行
幸
さ
れ
、
大
仏
の
前
殿
に
い
で
ま
さ
れ
、
大
臣
以
下
百
官
及
び
士
庶
に
至
る
ま
で
ず
ら
り
と
整
列
し
た
の
は
前
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
、
天
平
感
宝
元
年
と
改
元
さ
れ
た
。
十
五
日
、
大
臣
以
下
諸
司
仕
丁
以
上
に
禄
を
賜
わ
っ
た
。
二
十
七
日
、
蘇
寡
孤
独
及
び
疾
疹
の
徒
の
自
活
不
能
の
者
に
穀
五
斗
を
給
さ
れ
、
孝
子
・
順
孫
・
義
夫
・
節
婦
は
終
身
事
な
か
ら
し
め
、
力
田
の
人
に
は
位
一
階
を
叙
せ
ら
れ
た
。
黄
金
の
出
た
陸
奥
国
に
は
三
年
の
調
庸
が
免
ぜ
ら
れ
、
中
で
も
小
田
郡
は
永
く
免
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
他
の
諸
国
も
国
毎
に
一
年
に
二
郡
ず
つ
調
庸
を
免
ぜ
ら
れ
、
こ
の
年
の
田
租
は
全
国
に
つ
い
て
免
ぜ
ら
れ
た
。
18
　
他
な
ら
ぬ
改
元
告
知
か
ら
こ
の
給
付
免
税
の
通
知
は
、
時
を
移
さ
ず
諸
国
府
へ
駅
馬
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
原
因
で
あ
る
陸
奥
国
よ
り
黄
金
が
出
土
し
た
事
実
及
び
、
そ
れ
を
祝
し
た
宣
命
が
、
ど
ん
な
に
遅
く
見
積
っ
て
も
、
四
月
二
十
七
日
に
発
せ
ら
れ
た
免
税
・
給
付
通
知
と
土
ハ
に
、
越
中
国
庁
の
家
持
の
も
と
へ
も
届
い
た
と
思
わ
れ
る
。
東
大
寺
の
占
墾
地
使
僧
平
栄
と
の
関
係
は
、
あ
る
と
も
な
い
と
も
言
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
平
栄
が
詔
書
を
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
臆
測
は
す
べ
き
で
は
な
い
。
　
家
持
は
そ
の
宣
命
の
こ
と
ば
に
感
動
し
て
、
五
月
十
二
日
、
こ
れ
ま
た
家
持
の
長
歌
中
最
長
の
「
陸
奥
国
出
金
詔
書
を
賀
く
歌
」
（
1
8
四
〇
九
四
）
を
反
歌
三
首
（
四
〇
九
五
～
四
〇
九
七
）
を
添
え
て
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
歌
の
左
注
が
大
変
格
調
高
い
こ
と
、
前
後
の
作
に
比
べ
て
こ
の
長
歌
に
は
正
訓
字
が
非
常
に
多
い
こ
と
な
ど
を
考
え
て
も
、
こ
の
歌
の
製
作
に
は
並
々
な
ら
ぬ
意
気
込
み
が
う
か
が
わ
れ
、
完
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
に
は
か
な
り
の
日
数
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
完
成
の
二
日
前
、
五
月
十
日
に
作
ら
れ
た
と
左
注
に
あ
る
「
独
居
握
裏
遙
聞
雷
公
鳥
喧
作
歌
」
（
四
〇
八
九
～
四
〇
九
二
）
の
長
歌
が
、
そ
の
内
容
に
そ
ぐ
わ
ぬ
冒
頭
部
「
高
御
座
　
天
の
日
嗣
と
　
す
め
ろ
き
の
　
神
の
命
の
　
聞
こ
し
を
す
　
国
の
ま
ほ
ら
に
…
…
」
で
歌
い
始
め
て
い
る
の
は
、
こ
の
時
家
持
の
頭
の
中
に
「
陸
奥
国
出
金
詔
書
を
賀
く
歌
」
製
趨
鋸
緊
簸
協
作
に
着
手
し
た
の
嫉
五
月
＋
日
よ
り
更
に
払
削
だ
。
た
の
で
あ
奄
官
一
命
に
接
し
て
直
∴
　
そ
の
賀
歌
四
〇
九
四
の
冒
頭
は
次
の
よ
う
に
歌
わ
れ
て
い
る
。
　
　
葦
原
の
　
瑞
穂
の
国
を
　
天
降
り
　
知
ら
し
め
し
け
る
　
す
め
ろ
き
の
　
神
の
命
の
　
御
代
重
ね
　
天
の
日
嗣
と
　
知
ら
し
来
る
　
　
君
の
御
代
御
代
　
敷
き
ま
せ
る
　
四
方
の
国
に
は
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
別
稿
に
お
い
て
私
は
、
こ
れ
が
家
持
が
初
め
て
歌
っ
た
皇
統
讃
美
で
あ
る
と
言
い
、
そ
の
「
御
代
重
ね
　
天
の
日
嗣
と
　
知
ら
し
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
る
　
君
の
御
代
御
代
」
こ
そ
、
家
持
独
自
の
皇
統
讃
美
表
現
で
あ
る
と
し
、
そ
の
中
心
的
詞
句
「
天
の
日
嗣
」
に
つ
い
て
論
じ
た
。
小
論
は
そ
の
続
編
で
あ
る
。
一
「
す
め
ろ
き
の
神
の
命
の
」
と
詠
ん
だ
の
は
、
人
麻
呂
・
金
村
・
赤
人
ら
の
宮
廷
讃
歌
の
精
神
の
復
活
で
あ
る
。
こ
の
詞
句
を
、
人
麻
呂
は
「
過
近
代
荒
都
時
作
歌
」
（
1
二
九
）
に
お
い
て
天
智
天
皇
を
指
し
て
歌
い
、
赤
人
は
「
伊
予
温
泉
従
駕
歌
」
（
3
三
二
二
）
に
こ
の
国
土
を
統
治
し
て
来
た
歴
代
の
天
皇
を
指
し
て
歌
っ
て
い
る
。
　
「
す
め
ろ
き
の
神
の
命
」
の
は
万
葉
集
中
、
人
麻
呂
・
赤
人
の
各
一
例
の
外
、
家
持
に
三
例
あ
る
の
み
で
あ
る
。
家
持
は
「
賀
陸
奥
国
出
金
詔
書
歌
」
（
四
〇
九
四
）
に
お
い
て
、
高
天
原
か
ら
天
降
っ
た
皇
祖
神
と
そ
の
神
の
子
孫
で
あ
る
歴
代
の
天
皇
の
意
で
こ
の
詞
句
を
用
い
た
。
続
い
て
「
遙
聞
窪
公
鳥
喧
作
歌
」
（
四
〇
八
九
）
に
同
じ
意
で
用
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
高
御
座
　
天
の
日
嗣
と
　
す
め
ろ
き
の
　
神
の
命
の
　
聞
こ
し
を
す
　
国
の
ま
ほ
ら
に
　
山
を
し
も
　
さ
は
に
多
み
と
…
…
　
赤
人
の
三
二
二
の
冒
頭
は
、
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
す
め
ろ
き
の
　
神
の
命
の
　
敷
き
い
ま
す
　
国
の
ご
と
ご
と
　
湯
は
し
も
　
さ
は
に
あ
れ
ど
も
…
…
と
あ
る
。
家
持
が
赤
人
の
こ
の
冒
頭
部
を
念
頭
に
置
い
て
四
〇
八
九
を
詠
ん
だ
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。
と
す
れ
ば
、
四
〇
九
四
も
ま
た
赤
人
か
ら
、
つ
ま
り
は
人
麻
呂
以
来
の
伝
統
的
な
詞
句
と
し
て
、
と
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
四
〇
九
四
が
完
成
し
て
一
日
か
二
日
の
後
、
家
持
は
「
吉
野
行
幸
儲
作
歌
」
（
四
〇
九
八
～
四
一
〇
〇
）
を
詠
み
、
そ
の
長
歌
の
冒
頭
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
ロ
　
　
　
リ
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
も
　
　
　
う
　
　
　
　
カ
　
　
高
御
座
　
天
の
日
嗣
と
　
天
の
下
知
ら
し
め
し
け
る
　
す
め
ろ
き
の
　
神
の
命
の
　
か
し
こ
く
も
始
め
給
ひ
て
　
貴
と
く
も
　
　
定
め
給
へ
る
　
み
吉
野
の
　
こ
の
大
宮
に
…
…
と
歌
っ
た
。
聖
な
る
継
承
者
と
し
て
天
下
を
統
治
さ
れ
た
「
す
め
ろ
き
の
神
の
命
」
は
皇
祖
た
る
歴
代
の
天
皇
で
あ
り
、
吉
野
の
こ
の
離
宮
を
初
め
て
営
ん
だ
の
は
、
先
帝
天
武
天
皇
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
雄
略
天
皇
で
で
も
あ
ろ
う
か
。
　
家
持
は
「
す
め
ろ
き
の
神
の
命
」
を
三
例
と
も
「
天
の
日
嗣
」
と
一
緒
に
用
い
て
い
る
。
初
め
て
「
天
の
日
嗣
」
を
歌
い
込
め
た
三
連
作
を
詠
ん
だ
時
、
そ
の
讃
美
す
べ
き
主
体
を
「
す
め
ろ
き
の
神
の
命
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
　
集
中
「
す
め
ろ
き
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
語
は
二
十
四
例
見
ら
れ
る
。
作
者
別
に
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
柿
本
人
麻
呂
　
　
2
　
　
笠
　
金
村
　
　
1
　
　
山
部
赤
人
　
　
1
　
　
大
伴
三
中
　
　
1
20
　
　
田
辺
福
麻
呂
　
　
1
　
　
大
伴
家
持
　
　
1
4
　
　
作
者
未
詳
　
4
（
巻
七
、
十
一
、
士
二
、
十
五
に
各
－
）
　
「
お
ほ
き
み
」
と
訓
む
も
の
が
集
中
一
九
〇
例
（
枕
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
二
例
及
び
8
一
四
五
三
の
代
匠
記
に
よ
る
補
入
は
除
く
）
あ
り
、
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
す
め
ろ
き
」
の
使
用
は
限
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
大
伴
氏
の
二
人
及
び
作
者
未
詳
を
除
い
て
見
る
時
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
宮
廷
歌
人
と
言
わ
れ
る
歌
人
達
の
用
語
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
作
者
未
詳
も
含
め
て
家
持
以
前
の
「
す
め
ろ
き
」
は
次
の
十
例
で
あ
る
。
　
　
ヘ
　
　
へ難
辮
報
臨
∂
二
塾
鹸
パ
麻
馨
統
三
年
）
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1
　
　
天
皇
之
　
神
の
御
子
の
（
2
二
］
二
〇
、
金
村
、
霊
亀
元
年
）
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
皇
神
祖
之
　
神
の
命
の
（
3
三
二
二
、
赤
人
）
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
皇
祖
　
神
の
御
門
に
（
3
四
四
三
、
三
中
、
天
平
元
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
長
谷
小
国
に
　
夜
ば
ひ
せ
す
　
吾
天
皇
寸
与
（
1
3
三
一
二
一
二
、
作
者
未
詳
）
　
　
カ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
皇
祖
神
之
　
神
の
宮
人
（
7
一
＝
三
二
、
作
者
未
詳
）
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
皇
祖
乃
　
神
の
御
門
を
（
1
1
二
五
〇
八
、
作
者
未
詳
）
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
須
売
呂
伎
能
　
遠
の
朝
廷
と
（
1
5
三
六
八
八
、
遣
新
羅
使
人
、
天
平
八
年
）
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
皇
祖
乃
　
神
の
御
代
よ
り
（
6
一
〇
四
七
、
田
辺
福
麻
呂
、
天
平
十
三
年
頃
）
　
『
万
葉
考
槻
乃
落
葉
別
記
』
に
、
「
す
め
ろ
き
」
は
遠
祖
の
天
皇
の
こ
と
を
申
し
上
げ
る
の
だ
と
、
詳
し
く
諸
例
を
検
討
し
て
言
っ
て
い
る
。
「
大
君
は
神
に
し
ま
せ
ば
」
の
思
想
に
よ
れ
ば
現
在
の
天
皇
を
も
神
だ
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
遠
つ
祖
な
る
天
皇
は
ま
さ
し
く
神
で
あ
る
。
右
の
十
例
中
七
例
が
「
す
め
ろ
き
の
　
神
」
と
続
け
て
言
う
。
そ
の
指
す
と
こ
ろ
は
『
槻
乃
落
葉
別
記
』
に
よ
れ
ば
、
人
麻
呂
の
二
九
は
「
天
智
天
皇
」
、
人
麻
呂
の
一
六
七
・
赤
人
の
三
二
二
・
福
麻
呂
の
一
〇
四
七
は
「
皇
祖
の
天
皇
た
ち
」
、
金
村
の
二
三
〇
は
「
皇
祖
の
神
の
、
御
子
孫
と
い
ふ
意
」
、
三
中
の
四
四
三
・
巻
七
の
一
＝
二
三
，
・
巻
十
一
の
二
五
〇
八
は
「
皇
祖
よ
り
受
継
ま
せ
る
、
大
御
位
し
ろ
し
め
す
大
宮
」
で
あ
り
、
新
羅
使
人
の
三
六
八
八
に
つ
い
て
は
「
上
の
敷
ま
せ
る
国
、
云
々
（
一
六
七
・
三
二
二
を
い
う
1
小
野
注
）
と
い
ふ
に
意
同
じ
。
是
に
は
、
当
代
を
申
て
も
、
理
違
は
ざ
れ
ば
に
や
。
巻
十
七
、
に
は
、
大
王
乃
、
等
保
能
美
可
度
。
巻
十
八
、
於
保
岐
美
能
、
等
保
乃
美
可
等
々
、
と
見
え
た
り
」
と
あ
る
。
『
槻
乃
落
葉
別
記
』
が
、
右
の
三
六
八
八
に
つ
い
て
の
解
説
に
も
言
い
、
ま
た
「
皇
祖
よ
り
受
継
ま
せ
る
大
御
位
に
つ
き
て
は
、
当
代
を
も
申
可
あ
る
を
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
「
す
め
ろ
き
」
が
当
代
の
天
皇
に
つ
い
て
言
う
場
合
が
あ
る
と
し
て
も
、
皇
祖
か
ら
継
ぎ
来
た
っ
た
そ
の
尋
常
な
ら
ざ
る
「
継
承
」
の
意
を
こ
め
て
用
い
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
そ
れ
が
「
す
め
ろ
き
」
と
「
お
ほ
き
み
」
と
の
違
い
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
赤
人
以
降
の
「
皇
神
祖
」
「
皇
祖
神
」
「
皇
祖
」
の
表
記
は
、
当
代
の
天
皇
を
言
う
の
で
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
表
わ
し
て
い
る
。
人
麻
呂
の
二
例
及
び
金
村
の
一
例
は
「
天
皇
」
を
ス
メ
ロ
キ
と
訓
ん
だ
も
の
で
、
こ
の
表
記
は
オ
ホ
キ
ミ
と
も
訓
み
得
る
も
の
で
あ
る
。
推
古
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
紀
の
唐
帝
へ
の
国
書
に
「
東
天
皇
敬
白
二
西
皇
帝
一
」
と
あ
る
如
く
、
ま
た
万
葉
集
に
お
い
て
も
題
詞
・
左
注
に
見
る
如
く
、
「
天
皇
」
は
当
代
の
天
皇
を
言
う
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
し
か
し
万
葉
集
の
歌
の
詞
句
と
し
て
は
、
僅
か
十
四
例
し
か
見
え
ず
、
「
大
王
」
の
五
十
七
例
、
「
王
」
の
二
十
七
例
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。
用
例
数
が
少
い
の
で
、
集
中
に
お
け
る
「
天
皇
」
の
用
字
の
意
味
を
断
定
的
に
言
う
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
集
中
の
用
法
に
あ
る
種
の
限
定
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
　
　
　
　
　
か
み
の
　
み
こ
と
　
の
　
A
天
皇
之
　
神
之
御
言
能
（
1
二
九
）
　
人
麻
呂
　
　
　
　
　
　
し
き
ま
す
く
に
と
　
　
天
皇
之
　
敷
座
国
等
（
2
一
六
七
）
　
人
麻
呂
　
　
　
　
　
　
か
み
の
　
み
　
こ
　
の
　
　
天
皇
之
　
神
之
御
子
之
（
2
二
一
二
〇
）
　
金
村
　
　
　
　
　
　
と
　
ほ
　
き
　
み
　
よ
　
に
　
も
　
B
天
皇
乃
　
等
保
伎
美
与
ホ
毛
（
2
0
四
三
六
〇
）
　
家
持
　
　
　
　
　
　
と
　
ほ
　
の
　
み
か
ど
　
と
　
C
天
皇
乃
　
等
保
能
朝
廷
等
（
2
0
四
三
一
一
＝
）
　
家
持
　
　
　
　
　
　
み
こ
と
か
し
こ
み
　
D
天
皇
乃
　
御
命
畏
美
（
－
七
九
）
　
作
者
未
詳
　
　
　
　
　
　
み
こ
と
か
し
こ
み
　
　
天
皇
之
　
御
命
恐
（
6
九
四
八
）
　
作
者
未
詳
　
　
　
　
　
　
み
こ
と
か
し
こ
み
　
　
天
皇
之
　
命
　
恐
（
1
9
四
二
一
四
）
　
家
持
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ヨE　ヨE　ヨi ヨE
之之之乃
み
こ
と
か
し
こ
み
美
許
等
可
之
古
美
（
2
0
四
四
〇
八
）
　
家
持
み
　
ゆ
き
の
　
ま
に
ま
行
幸
乃
随
意
（
4
五
四
三
）
　
金
村
み
　
ゆ
き
の
　
ま
に
ま
行
幸
之
随
（
6
一
〇
三
二
）
　
家
持
ま
け
の
　
ま
に
ま
に
遣
之
万
万
（
1
3
三
二
九
一
）
　
作
者
未
詳
　
A
B
は
ス
メ
ロ
キ
と
訓
ま
れ
て
い
る
。
C
は
ス
メ
ロ
キ
と
オ
ホ
キ
ミ
の
両
説
が
あ
る
。
D
E
は
下
の
「
み
こ
と
か
し
こ
み
」
「
み
ゆ
き
の
ま
に
ま
」
「
ま
け
の
ま
に
ま
に
」
か
ら
オ
ホ
キ
ミ
と
訓
ま
れ
て
い
る
。
　
右
の
作
者
を
見
る
に
、
こ
れ
は
人
麻
呂
と
金
村
と
家
持
の
用
字
で
は
な
い
か
。
人
麻
呂
は
ス
メ
ロ
キ
と
訓
む
も
の
二
例
だ
が
、
金
村
と
家
持
は
ス
メ
ロ
キ
と
オ
ホ
キ
ミ
の
両
方
に
用
い
て
い
る
。
そ
し
て
家
持
が
一
人
で
五
例
で
、
家
持
が
用
い
な
か
っ
た
ら
、
「
天
皇
」
は
ま
さ
に
半
減
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
こ
の
文
字
は
歌
中
に
は
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
少
い
文
字
な
の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
人
麻
呂
は
宮
廷
歌
人
と
し
て
当
然
、
天
皇
あ
る
い
は
皇
子
を
讃
え
る
歌
を
多
く
歌
っ
た
。
そ
れ
は
「
わ
が
お
ほ
き
み
」
で
あ
っ
た
。
「
吾
大
王
」
十
、
「
吾
王
」
五
、
「
吾
於
富
吉
美
」
一
、
合
計
十
六
例
で
あ
る
。
「
吾
」
を
付
け
ず
に
単
独
で
用
い
た
の
は
四
例
で
、
す
べ
て
短
歌
の
冒
頭
に
来
る
場
合
で
あ
る
。
そ
の
中
三
例
は
、
「
お
ほ
き
み
は
神
に
し
ま
せ
ば
」
（
3
二
一
二
五
、
同
或
る
本
の
歌
、
二
四
一
）
で
、
既
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
製
の
パ
タ
ー
ン
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
例
は
「
大
王
之
　
遠
の
朝
廷
と
」
（
3
三
〇
四
）
で
、
今
天
下
を
統
治
さ
れ
る
天
皇
の
、
そ
の
地
方
統
治
の
た
め
の
役
所
で
あ
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
二
十
例
は
い
ず
れ
も
当
代
の
天
皇
、
ま
た
は
お
仕
え
す
る
皇
子
を
指
し
て
言
う
。
そ
れ
ら
と
用
法
も
表
記
も
違
う
「
天
皇
」
が
、
「
お
ほ
き
み
」
で
は
な
く
「
す
め
ろ
き
」
と
歌
っ
た
も
の
で
あ
り
、
意
味
も
「
お
ほ
き
み
」
と
は
違
う
の
だ
と
考
え
る
こ
と
は
、
恐
ら
く
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
第
一
例
（
二
九
）
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
今
は
も
う
「
い
に
し
へ
」
の
天
皇
で
あ
る
天
智
天
皇
を
指
す
の
で
あ
り
、
第
二
例
（
一
六
七
）
は
何
天
皇
と
言
う
の
で
な
く
代
々
の
天
皇
を
指
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
持
統
天
皇
と
解
す
る
こ
と
は
再
考
の
要
が
あ
ろ
う
。
　
「
天
皇
」
の
文
字
を
「
す
め
ろ
き
」
の
表
記
に
限
定
し
て
用
い
た
の
は
人
麻
呂
だ
け
で
あ
っ
た
。
金
村
は
も
う
両
用
し
て
い
る
し
、
奈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
良
遷
都
時
の
歌
七
九
は
「
天
皇
の
命
か
し
こ
み
」
と
明
ら
か
に
「
お
ほ
き
み
」
と
歌
う
は
ず
の
句
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
臆
測
に
過
ぎ
る
け
れ
ど
も
、
奈
良
遷
都
頃
以
降
、
つ
ま
り
万
葉
後
期
に
は
「
天
皇
」
の
文
字
は
「
す
め
ろ
き
」
と
は
限
ら
な
く
な
っ
た
。
先
の
「
す
め
ろ
き
」
例
の
一
覧
で
赤
入
以
降
「
皇
神
祖
」
「
皇
祖
神
」
「
皇
祖
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
を
示
唆
し
て
お
り
、
「
す
め
ろ
き
」
の
語
23
を
用
い
る
意
図
を
明
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
　
人
麻
呂
・
金
村
・
赤
人
・
福
麻
呂
ら
宮
廷
歌
人
が
歌
っ
て
来
た
の
は
「
す
め
ろ
き
の
神
」
で
あ
っ
た
。
「
す
め
ろ
き
」
で
あ
る
「
神
」
と
歌
う
の
で
あ
っ
た
。
「
す
め
ろ
き
の
神
の
命
」
と
言
い
、
「
す
め
ろ
き
の
神
の
御
子
」
と
言
い
、
「
す
め
ろ
き
の
神
の
御
代
よ
り
」
と
歌
っ
て
来
た
。
巻
七
、
巻
十
一
の
作
者
未
詳
歌
も
「
す
め
ろ
き
の
神
の
宮
人
」
と
言
い
、
「
す
め
ろ
き
の
神
の
御
門
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
天
皇
の
祖
先
は
貴
い
日
の
神
で
あ
り
、
そ
の
神
の
御
子
が
天
降
り
、
以
来
そ
の
神
の
子
と
し
て
生
れ
ま
し
し
神
な
る
方
が
天
皇
で
あ
る
と
い
う
思
想
を
物
語
っ
て
い
る
。
神
の
血
統
が
ど
こ
か
で
一
度
で
も
途
絶
え
て
は
、
そ
の
後
は
皇
祖
の
神
と
つ
な
が
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
皇
祖
の
神
を
考
え
る
思
想
は
、
ひ
い
て
は
そ
の
絶
え
る
こ
と
な
き
継
承
を
信
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
　
天
平
十
三
年
頃
、
久
遭
京
遷
都
後
に
詠
ま
れ
た
田
辺
福
麻
呂
の
「
悲
寧
楽
故
郷
作
歌
」
（
6
一
〇
四
七
）
に
「
や
す
み
し
し
　
わ
が
大
君
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
の
　
高
敷
か
す
　
大
和
の
国
は
　
皇
祖
乃
　
神
の
御
代
よ
り
　
敷
き
ま
せ
る
　
国
に
し
あ
れ
ば
…
…
」
と
「
す
め
ろ
き
」
が
歌
わ
れ
て
以
来
、
こ
の
「
す
め
ろ
き
」
の
語
は
、
集
中
家
持
の
歌
以
外
に
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
福
麻
呂
を
最
後
に
宮
廷
讃
歌
は
絶
え
た
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
く
言
わ
れ
、
福
麻
呂
を
最
後
の
宮
廷
歌
入
と
す
る
通
説
に
対
し
て
、
伊
藤
博
氏
は
「
万
葉
最
後
の
特
異
の
宮
廷
歌
人
と
し
て
家
持
を
一
枚
加
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
宮
廷
讃
歌
の
伝
統
的
な
天
皇
讃
美
の
詞
句
の
受
け
継
が
れ
方
を
見
る
だ
け
で
も
、
家
持
こ
そ
が
そ
の
最
後
の
人
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
「
神
な
が
ら
（
わ
が
大
君
）
」
「
神
の
命
」
　
「
す
め
ろ
き
の
神
の
命
」
「
す
め
ろ
き
」
「
や
す
み
し
し
わ
が
大
君
」
一
例
を
示
し
て
み
よ
う
（
作
者
未
詳
は
省
い
て
あ
る
）
。
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
①
　
　
　
①
　
　
　
④
人
麻
呂
・
置
始
東
人
↓
赤
人
・
憶
良
↓
家
持
　
　
②
　
　
　
①
　
　
　
①
　
　
　
　
　
①
　
　
　
③
人
麻
呂
↓
赤
人
・
憶
良
↓
福
麻
呂
・
家
持
　
　
①
　
　
　
①
　
　
　
③
人
麻
呂
↓
赤
人
↓
家
持
　
　
②
　
　
　
①
　
　
　
①
　
　
　
①
　
　
　
　
　
①
　
　
　
⑭
人
麻
呂
↓
金
村
・
赤
人
↓
三
中
・
福
麻
呂
・
家
持
　
　
　
②
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
②
　
　
　
②
持
統
天
皇
・
人
麻
呂
↓
赤
人
↓
福
麻
呂
・
家
持
（
二
回
以
上
使
用
）
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「
つ
が
（
と
が
）
の
木
　
　
　
　
　
①
　
　
①
　
　
①
　
　
④
　
　
　
　
の
い
や
つ
ぎ
つ
ぎ
に
」
　
人
麻
呂
↓
金
村
・
赤
人
↓
家
持
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
①
　
　
　
①
　
　
　
　
①
　
　
　
④
　
　
　
「
つ
ぎ
つ
ぎ
」
　
　
　
　
　
　
人
麻
呂
↓
金
村
・
赤
人
↓
福
麻
呂
↓
家
持
　
　
　
　
　
　
　
注
　
数
字
は
使
用
回
数
。
　
人
麻
呂
に
始
ま
る
こ
れ
ら
天
皇
讃
歌
の
詞
句
は
（
こ
と
ば
だ
け
を
取
り
出
し
て
言
う
場
合
に
は
、
「
大
君
は
神
に
し
座
せ
ば
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
中
西
進
氏
が
「
こ
の
表
現
が
大
君
讃
美
の
類
型
だ
っ
た
」
と
言
わ
れ
、
「
儀
礼
的
讃
歌
の
パ
タ
ー
ン
」
で
あ
り
「
人
麻
呂
個
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
人
の
独
創
的
表
現
で
は
な
く
、
当
時
の
宮
廷
人
に
ひ
と
し
い
讃
美
の
表
現
だ
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
「
人
麻
呂
の
時
代
に
始
ま
る
天
皇
讃
美
の
表
現
」
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
中
で
も
「
や
す
み
し
し
　
わ
が
大
君
」
と
い
う
詞
句
は
記
紀
歌
謡
に
、
倭
建
命
へ
奉
る
美
夜
受
比
売
の
歌
に
始
ま
っ
て
仁
徳
天
皇
・
雄
略
天
皇
を
め
ぐ
る
歌
謡
、
や
や
時
代
が
下
っ
て
勾
大
兄
皇
子
〈
安
閑
天
皇
〉
へ
の
后
の
歌
、
推
古
天
皇
に
献
ず
る
蘇
我
馬
子
の
讃
歌
に
見
え
、
万
葉
集
に
お
い
て
も
中
皇
命
・
舎
人
吉
年
・
額
田
王
に
既
に
歌
わ
れ
て
い
る
）
第
三
期
の
宮
廷
歌
人
た
る
金
村
や
赤
人
に
受
け
継
が
れ
て
す
べ
て
家
持
へ
至
り
つ
く
の
で
あ
る
。
　
家
持
の
ど
の
歌
に
現
わ
れ
る
の
か
表
示
し
て
み
よ
う
（
歌
番
号
に
＊
印
を
付
し
た
も
の
は
短
歌
、
他
は
長
歌
で
あ
る
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
9
4
7
8
1
2
5
4
6
7
ユ
0
5
0
8
9
9
9
1
2
0
5
6
6
3
6
6
　
　
す
め
ろ
き
　
　
神
の
命
　
　
神
な
が
ら
　
　
や
す
み
し
し
　
　
　
　
わ
が
大
君
　
　
い
や
つ
ぎ
つ
ぎ
に
　
右
表
に
よ
る
と
、
「
す
め
ろ
き
の
神
の
命
」
特
徴
の
な
い
、
和
紀
鵜
翰
鱒
牡
牡
躯
紐
鞄
躯
“
唱
唱
○
○
②
○
○
○
○
○
　
　
0
0
0
②
○
○
　
○
　
○
○
○
○
　
　
○
○○
○○
○
　
　
　
　
　
　
四
〇
九
四
・
四
〇
九
八
を
中
心
と
す
る
一
群
と
、
四
二
五
四
・
四
二
六
六
と
が
異
質
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
派
と
「
や
す
み
し
し
わ
が
大
君
」
派
で
あ
る
。
そ
し
て
後
期
の
四
三
六
〇
・
四
四
六
五
は
、
ど
っ
ち
と
言
っ
た
　
　
　
　
言
い
換
え
れ
ば
両
派
の
融
合
型
と
も
言
え
よ
う
。
「
す
め
ろ
き
」
を
歌
わ
な
い
四
二
五
四
・
四
二
六
六
は
共
に
「
応
詔
預
（
儲
）
作
歌
」
で
、
天
皇
の
詔
に
こ
た
え
る
気
持
で
詠
ん
だ
も
の
一25一
で
あ
る
。
そ
の
作
歌
動
機
は
何
で
あ
れ
、
当
代
の
天
皇
に
捧
げ
る
歌
で
あ
る
。
当
代
の
天
皇
を
讃
え
る
詞
句
が
用
い
ら
れ
る
の
は
当
然
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
へ
あ
り
、
形
式
と
し
て
は
伝
統
的
な
天
皇
讃
歌
に
類
似
す
る
の
も
ま
た
当
然
で
あ
っ
た
。
家
持
の
「
応
詔
預
（
儲
）
作
歌
」
は
こ
の
二
首
で
、
「
預
作
讃
歌
」
と
言
わ
れ
る
も
の
は
も
う
一
首
、
四
〇
九
八
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
吉
野
讃
歌
」
の
儲
作
歌
で
あ
る
。
「
吉
野
讃
歌
」
は
人
麻
呂
が
創
始
し
、
そ
の
二
首
と
も
「
や
す
み
し
し
　
わ
が
大
君
」
で
歌
い
起
こ
し
て
い
た
。
し
か
し
、
家
持
の
こ
れ
は
後
の
「
応
詔
預
作
歌
」
型
の
「
や
す
み
し
し
わ
が
大
君
」
派
に
な
っ
て
い
な
い
。
「
す
め
ろ
き
の
神
の
命
」
派
で
あ
る
。
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
人
麻
呂
及
び
そ
の
時
代
の
宮
廷
人
に
と
っ
て
吉
野
行
幸
は
年
中
行
事
で
あ
り
、
人
麻
呂
自
身
ほ
と
ん
ど
毎
年
毎
シ
ー
ズ
ン
供
奉
し
て
行
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
吉
野
の
自
然
も
吉
野
の
離
宮
も
、
そ
こ
に
お
立
ち
に
な
っ
て
い
る
天
皇
の
た
め
に
あ
る
と
、
人
麻
呂
に
は
見
え
た
。
し
か
し
天
平
に
育
っ
た
家
持
に
と
っ
て
は
、
吉
野
行
幸
は
あ
こ
が
れ
の
対
象
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
吉
野
離
宮
の
歴
史
の
重
み
に
感
動
し
、
そ
の
歴
史
の
末
端
に
自
ら
を
置
く
こ
と
を
空
想
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
家
持
の
吉
野
行
幸
預
作
讃
歌
は
「
す
め
ろ
き
の
神
の
命
」
を
讃
え
る
こ
と
か
ら
歌
い
始
め
て
い
る
。
　
吉
野
行
幸
預
作
讃
歌
は
生
ま
れ
る
べ
く
し
て
生
ま
れ
た
と
も
言
え
る
。
そ
れ
は
「
陸
奥
国
出
金
詔
書
」
に
よ
っ
て
目
覚
め
さ
せ
ら
れ
た
皇
統
讃
美
意
識
の
落
し
子
で
あ
っ
た
の
だ
。
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四
　
家
持
は
内
舎
人
時
代
は
も
と
よ
り
越
中
国
守
に
な
っ
て
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
に
「
天
皇
讃
歌
」
を
作
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
越
中
に
来
て
か
ら
数
多
く
詠
ん
で
い
る
長
歌
の
中
に
、
天
皇
を
讃
え
る
と
い
う
詞
句
は
見
出
せ
な
い
。
「
大
君
の
　
ま
け
の
ま
に
ま
に
」
（
1
7
三
九
五
七
．
三
九
六
二
．
三
九
六
九
）
「
大
君
の
　
命
か
し
こ
み
」
（
三
九
七
八
）
な
ど
と
、
天
皇
に
対
す
る
忠
誠
を
歌
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
間
接
的
に
天
皇
を
讃
美
す
る
の
で
あ
っ
た
。
先
の
表
に
記
し
た
よ
う
に
、
家
持
が
「
す
め
ろ
き
」
の
語
を
初
め
て
歌
に
詠
ん
だ
の
は
、
天
平
十
九
（
七
四
七
）
年
四
月
三
十
日
作
「
入
京
漸
近
悲
情
難
棲
述
懐
一
首
」
（
1
7
四
〇
〇
六
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
詞
句
は
す
べ
て
天
平
感
宝
元
（
七
四
九
）
年
五
月
以
後
の
歌
に
し
か
出
な
い
。
「
す
め
ろ
き
」
も
こ
の
一
例
が
あ
る
の
み
で
、
あ
と
の
十
三
例
は
、
天
平
感
宝
元
年
五
月
以
後
の
歌
で
あ
る
。
　
四
〇
〇
六
は
大
伴
池
主
へ
の
贈
歌
で
、
冒
頭
、
池
主
と
の
友
情
の
固
さ
と
、
二
人
で
遊
ぶ
楽
し
さ
と
を
、
越
中
の
風
土
の
中
に
描
き
、
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ゐ
　
ヤ
　
　
　
を
　
　
須
売
呂
伎
能
　
食
す
国
な
れ
ば
　
み
こ
と
持
ち
　
立
ち
別
れ
な
ば
…
…
と
歌
う
の
で
あ
る
。
家
持
が
初
め
て
用
い
た
こ
の
「
す
め
ろ
き
」
が
、
ど
の
よ
う
な
意
識
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
確
か
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
今
お
仕
え
し
て
い
る
天
皇
を
指
す
の
だ
と
は
言
え
よ
う
。
こ
こ
に
特
に
「
皇
統
讃
美
」
の
意
識
は
感
じ
ら
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
下
の
「
み
こ
と
持
ち
」
の
「
み
こ
と
」
の
主
と
同
じ
と
解
釈
す
べ
き
だ
と
思
う
。
ま
た
、
「
食
す
国
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
こ
の
歌
よ
り
先
に
六
例
見
え
、
　
　
…
…
食
す
国
を
　
見
し
給
は
む
と
…
…
（
－
五
〇
）
　
　
…
…
食
す
国
　
四
方
の
人
の
…
…
（
2
一
六
七
、
一
本
云
）
　
　
…
…
食
す
国
を
　
定
め
給
ふ
と
…
…
（
2
一
九
九
）
　
　
…
…
食
す
国
を
　
治
め
給
へ
ば
…
…
（
6
九
二
八
）
　
　
や
す
み
し
し
わ
が
大
君
の
食
す
国
は
大
和
も
こ
こ
も
同
じ
と
そ
思
ふ
（
6
九
五
六
）
　
　
食
す
国
の
　
遠
の
朝
廷
に
…
…
（
6
九
七
三
）
そ
れ
ぞ
れ
持
統
天
皇
・
日
並
皇
子
・
天
武
天
皇
・
聖
武
天
皇
に
つ
い
て
言
っ
て
お
り
、
日
並
皇
子
の
場
合
も
皇
子
が
天
皇
と
な
っ
て
統
治
さ
れ
た
ら
と
歌
う
の
で
あ
る
か
ら
、
集
中
で
は
す
べ
て
当
代
の
天
皇
に
関
し
て
言
う
こ
と
ば
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
。
　
家
持
が
「
す
め
ろ
き
」
を
、
初
め
て
皇
統
讃
美
の
意
識
で
歌
っ
た
の
は
、
や
は
り
天
平
感
宝
元
年
五
月
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
十
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
五
日
間
に
長
歌
三
首
を
完
成
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
す
め
ろ
き
の
　
神
の
命
の
」
の
詞
句
を
用
い
、
「
天
の
日
嗣
と
」
と
歌
っ
て
、
家
持
独
自
の
皇
統
讃
美
の
表
現
を
作
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
生
ま
し
め
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
陸
奥
国
出
金
詔
書
」
で
あ
っ
た
。
　
そ
れ
ま
で
は
、
家
持
は
現
在
目
の
前
に
忠
誠
を
尽
す
べ
き
対
象
と
し
て
あ
る
聖
武
天
皇
を
し
か
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
彼
の
歌
か
ら
は
そ
れ
以
上
の
も
の
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
大
伴
の
氏
の
歴
史
は
心
得
て
い
て
も
、
そ
れ
が
皇
統
と
は
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
家
持
の
歌
に
は
、
ち
ら
り
と
も
皇
統
を
讃
え
る
詞
句
が
見
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
す
め
ろ
ぎ
」
が
一
つ
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
違
っ
て
い
た
。
．
　
天
平
感
宝
元
年
五
月
の
家
持
の
突
然
の
変
化
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
自
分
中
心
に
現
在
を
考
え
る
の
み
で
あ
っ
た
家
持
が
、
自
分
の
27
立
場
を
歴
史
の
流
れ
の
中
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
天
動
説
か
ら
地
動
説
に
変
わ
っ
た
ほ
ど
の
自
己
変
革
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
少
く
と
も
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
北
山
茂
夫
氏
が
「
こ
の
宣
命
（
「
陸
奥
国
出
金
詔
書
」
と
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
5
わ
れ
る
宣
命
第
十
三
詔
を
い
う
1
小
野
注
）
に
よ
っ
て
、
家
持
は
内
舎
人
時
代
の
青
春
彷
程
か
ら
き
っ
ぱ
り
訣
別
し
た
と
い
え
る
」
と
言
う
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
6
は
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
で
あ
り
、
家
持
は
こ
こ
に
初
め
て
「
政
治
家
と
し
て
の
未
来
に
、
確
乎
た
る
見
通
し
を
た
て
」
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
陸
奥
国
出
金
詔
書
」
は
家
持
に
と
っ
て
誠
に
重
大
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
五
　
そ
の
「
陸
奥
国
出
金
詔
書
」
を
賀
す
る
歌
（
四
〇
九
四
）
の
冒
頭
部
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
家
持
が
初
め
て
詠
ん
だ
「
皇
統
讃
美
」
で
あ
っ
た
。
山
も
川
も
大
き
く
広
く
、
従
っ
て
奉
る
貢
物
・
宝
物
は
数
え
得
ず
尽
す
こ
と
も
で
き
な
い
ほ
ど
で
あ
る
、
そ
の
四
方
の
国
々
を
領
有
し
給
う
主
語
を
「
す
め
ろ
き
の
　
神
の
命
」
と
詠
ん
だ
。
こ
れ
は
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
赤
人
に
「
す
め
ろ
き
の
　
神
の
命
の
敷
き
い
ま
す
　
国
の
こ
と
こ
と
…
…
」
（
3
三
二
二
）
と
あ
る
の
と
同
じ
骨
組
で
あ
る
。
し
か
し
家
持
は
「
す
め
ろ
き
の
　
神
の
命
」
を
、
そ
の
神
性
を
説
明
す
る
詞
句
「
葦
原
の
　
瑞
穂
の
国
を
　
天
降
り
　
知
ら
し
め
し
け
る
」
で
飾
っ
た
。
こ
れ
は
右
に
見
て
来
た
ど
の
「
す
め
ろ
き
」
に
も
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
家
持
が
「
す
め
ろ
き
の
　
神
の
命
」
を
自
分
自
身
の
こ
と
ば
と
し
て
歌
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
更
に
家
持
は
、
「
す
め
ろ
き
の
　
神
の
命
」
が
ど
の
よ
う
に
し
て
、
ど
の
よ
う
な
特
殊
性
を
も
っ
て
「
四
方
の
国
」
を
「
敷
き
ま
せ
る
」
か
を
、
「
御
代
重
ね
　
天
の
日
嗣
と
　
知
ら
し
来
る
　
君
の
御
代
御
代
」
と
歌
っ
た
。
　
「
御
代
重
ね
」
と
言
い
、
更
に
「
御
代
御
代
」
と
言
う
、
こ
の
句
は
ど
ち
ら
も
「
天
の
日
嗣
」
と
同
じ
く
、
集
中
家
持
に
し
か
な
い
。
家
持
の
独
自
句
で
あ
る
。
「
御
代
」
と
い
う
語
は
集
中
十
九
例
あ
り
、
家
持
は
十
四
例
で
、
他
は
人
麻
呂
に
二
例
、
福
麻
呂
に
二
例
、
作
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
者
未
詳
歌
に
一
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
神
の
御
代
」
「
ひ
じ
り
の
御
代
」
な
ど
と
用
い
ら
れ
る
。
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
畝
傍
の
山
の
　
橿
原
の
　
日
知
の
御
代
ゆ
（
－
二
九
、
人
麻
呂
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
山
川
も
　
依
り
て
仕
ふ
る
　
神
の
御
代
か
も
（
1
三
八
、
同
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
す
め
ろ
き
の
　
神
の
御
代
よ
り
（
6
一
〇
四
七
、
福
麻
呂
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
八
千
棒
の
　
神
の
御
代
よ
り
（
6
一
〇
六
五
、
同
）
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’
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
八
千
父
の
神
の
御
代
よ
り
（
1
0
二
〇
〇
二
、
作
者
未
詳
）
　
家
持
に
は
十
四
例
あ
る
が
、
「
賀
陸
奥
国
出
金
詔
書
歌
」
以
前
に
は
一
例
も
な
い
。
「
御
代
重
ね
」
「
御
代
御
代
」
が
彼
に
と
っ
て
最
初
の
使
用
例
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
右
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
以
前
に
は
類
似
の
用
法
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
家
持
に
と
っ
て
最
初
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
万
葉
集
に
お
い
て
も
最
初
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
「
す
め
ろ
き
」
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
以
後
家
持
に
は
多
数
の
使
用
例
が
見
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
持
以
外
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
「
御
代
」
も
ま
た
「
す
め
ろ
き
」
と
同
じ
く
、
皇
統
讃
美
に
か
か
わ
る
こ
と
ば
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
家
持
に
受
け
継
が
れ
る
と
共
に
、
新
し
い
生
命
を
付
加
さ
れ
た
の
で
あ
る
。　
「
御
代
」
そ
の
も
の
が
皇
統
讃
美
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
「
神
」
ま
た
は
「
日
知
」
と
結
び
つ
い
て
そ
の
表
現
に
加
わ
る
の
が
、
人
麻
呂
や
福
麻
呂
の
用
法
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
家
持
は
、
「
御
代
」
そ
の
も
の
に
皇
統
讃
美
に
か
か
わ
る
意
味
を
託
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
家
持
は
「
陸
奥
国
出
金
詔
書
」
か
ら
得
た
の
で
あ
っ
た
。
⊥ノ＼
29
　
「
陸
奥
国
出
金
詔
書
」
と
は
続
紀
宣
命
の
第
十
三
詔
で
あ
る
。
「
御
代
重
ね
」
と
い
う
こ
と
ば
は
そ
の
第
十
三
詔
に
三
例
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
め
ら
が
お
ほ
み
こ
と
　
　
掛
け
ま
く
も
畏
き
近
江
の
大
津
宮
に
大
八
島
国
知
う
し
め
し
し
天
皇
大
命
と
し
て
奈
良
宮
に
大
八
洲
国
知
う
し
め
し
し
我
が
大
君
　
　
す
め
ら
み
こ
と
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
あ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
天
　
皇
と
御
世
重
ね
て
朕
に
宣
り
給
ひ
し
く
、
大
臣
の
御
世
重
ね
て
明
き
浄
き
心
を
以
て
仕
へ
奉
る
事
に
依
り
て
な
も
天
日
嗣
は
平
　
　
け
く
安
く
聞
こ
し
召
し
来
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
め
ら
が
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
又
県
犬
養
橘
夫
人
の
天
皇
御
世
重
ね
て
明
き
浄
き
心
を
以
て
仕
へ
奉
り
、
　
宣
命
の
用
語
と
し
て
も
こ
の
こ
と
ば
は
少
な
く
、
第
十
三
詔
以
前
の
宣
命
に
は
見
ら
れ
な
い
。
家
持
が
既
に
歌
わ
ぬ
人
に
な
っ
て
い
た
天
平
宝
字
三
年
六
月
十
四
日
の
第
二
十
五
詔
と
翌
年
正
月
四
日
の
第
二
十
六
詔
に
一
例
ず
つ
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
家
持
が
こ
の
句
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
第
十
三
詔
か
ら
採
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
家
持
は
「
向
京
路
上
依
興
預
作
侍
宴
応
詔
歌
」
（
四
二
五
四
）
に
「
千
代
重
ね
い
や
つ
ぎ
つ
ぎ
に
　
知
ら
し
来
る
　
天
の
日
嗣
と
」
と
歌
っ
て
い
る
が
、
こ
の
「
千
代
重
ね
」
も
家
持
に
唯
一
つ
と
い
う
句
で
、
「
御
代
重
ね
」
の
ヴ
ァ
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
に
違
い
な
い
。
　
「
御
代
」
を
重
ね
た
「
御
代
御
代
」
の
句
は
、
宣
命
に
は
よ
く
用
い
ら
れ
、
第
十
三
詔
の
外
、
第
一
・
二
・
三
・
四
・
十
一
・
十
四
・
二
十
三
詔
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
「
御
代
御
代
」
は
即
位
の
宣
命
な
ど
で
は
常
套
句
な
の
で
あ
る
。
文
武
即
位
の
第
一
詔
は
「
御
世
」
を
ミ
ヨ
ミ
ヨ
と
重
ね
て
訓
ん
で
い
る
の
で
、
元
明
即
位
の
第
三
詔
、
和
銅
改
元
の
第
四
詔
、
天
平
十
五
年
五
月
五
節
舞
の
第
十
一
詔
と
第
十
三
詔
の
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
　
　
　
す
め
ろ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
め
ら
が
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
遠
皇
祖
の
御
世
を
始
め
て
天
皇
御
世
御
世
天
つ
日
嗣
と
高
御
座
に
坐
し
て
（
第
三
詔
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
高
天
原
よ
り
天
降
り
坐
し
し
天
皇
御
世
を
始
め
て
中
今
に
至
る
ま
で
に
天
皇
御
世
御
世
天
つ
日
嗣
と
高
御
座
に
坐
し
て
（
第
四
詔
）
　
　
（
第
十
三
詔
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
　
　
今
日
行
ひ
賜
ひ
供
へ
奉
り
賜
ふ
態
に
依
り
て
御
世
御
世
に
当
り
て
供
へ
奉
れ
る
親
王
等
大
臣
等
の
子
等
を
始
め
て
（
第
十
一
詔
）
　
　
　
や
つ
こ
お
や
こ
　
　
こ
と
わ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ
　
　
君
臣
祖
子
の
理
を
忘
る
る
事
無
く
継
ぎ
坐
さ
む
天
皇
御
世
御
世
に
明
き
浄
き
心
を
以
て
（
同
）
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
あ
め
の
し
た
ま
を
　
　
　
　
　
　
み
か
ど
　
　
又
御
世
御
世
に
当
り
て
天
下
奉
し
賜
ひ
国
家
護
り
仕
へ
奉
る
事
の
勝
れ
た
る
臣
た
ち
の
侍
る
所
に
は
（
第
十
三
詔
）
　
「
御
代
」
を
重
ね
る
言
い
方
、
あ
る
い
は
「
御
代
重
ね
」
は
、
天
皇
の
御
代
が
代
々
継
が
れ
て
続
い
て
来
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
家
持
は
そ
れ
ら
を
更
に
重
ね
て
「
御
代
重
ね
　
天
の
日
嗣
と
　
知
ら
し
来
る
　
君
の
御
代
御
代
」
と
歌
っ
た
の
だ
が
、
「
知
ら
し
来
る
」
も
ま
た
歴
代
の
天
皇
の
継
承
の
さ
ま
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
句
で
あ
る
。
家
持
は
、
先
に
「
千
代
重
ね
」
を
用
い
た
歌
と
し
て
例
示
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
7
四
二
五
四
に
も
「
知
ら
し
来
る
」
と
歌
っ
て
い
る
。
「
知
ら
し
来
る
」
の
句
は
万
葉
集
に
こ
の
二
例
の
み
で
あ
る
。
私
は
こ
の
句
の
「
来
る
」
を
見
過
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
知
ら
し
め
す
」
「
知
ら
し
め
し
し
」
」
知
ら
し
め
し
け
む
」
な
ど
、
持
統
天
皇
・
人
麻
呂
・
福
麻
呂
に
あ
る
け
れ
ど
も
、
「
知
ら
し
来
る
」
と
は
誰
も
言
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
家
持
の
、
ま
さ
に
手
作
り
の
句
で
あ
る
。
　
宣
命
に
も
「
知
ら
し
来
る
」
は
な
い
。
し
か
し
家
持
の
句
作
り
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の
は
や
は
’
り
宣
命
で
あ
っ
た
。
第
十
三
詔
に
次
の
よ
う
な
文
句
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
治
め
賜
ひ
恵
び
賜
ひ
来
る
（
二
例
）
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
聞
こ
し
召
し
来
る
（
一
例
）
　
他
の
宣
命
に
も
こ
の
二
種
の
文
句
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
宣
命
に
お
け
る
類
型
的
表
現
の
一
つ
で
あ
る
。
本
居
宣
長
は
『
続
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
30
紀
歴
朝
詔
詞
解
』
に
、
こ
の
「
来
る
」
を
特
に
取
り
上
げ
て
「
来
は
、
遠
皇
祖
の
御
世
を
始
て
御
世
御
世
也
」
（
第
三
詔
の
解
）
と
注
し
て
い
る
。
「
御
代
御
代
」
と
並
べ
て
取
り
扱
っ
た
所
以
で
あ
る
。
　
「
御
代
重
ね
　
天
の
日
嗣
と
　
知
ら
し
来
る
　
君
の
御
代
御
代
」
は
、
四
句
と
も
集
中
家
持
に
し
か
な
い
句
で
あ
っ
て
、
四
句
と
も
宣
命
第
十
三
詔
「
陸
奥
国
出
金
詔
書
」
か
ら
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。
家
持
は
そ
れ
に
よ
っ
て
、
大
伴
氏
が
天
孫
降
臨
の
昔
か
ら
代
々
忠
誠
を
も
っ
て
奉
仕
し
続
け
て
来
た
天
皇
の
、
そ
の
皇
統
が
、
こ
の
国
土
に
天
降
り
し
神
の
御
代
よ
り
千
代
重
ね
て
御
代
御
代
に
継
ぎ
来
っ
た
こ
と
を
強
調
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
皇
統
讃
美
の
意
識
を
目
覚
め
さ
せ
た
も
の
こ
そ
「
陸
奥
国
出
金
詔
書
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
四
十
六
年
九
月
十
五
日
稿
）
注
1
、
2
　
拙
稿
「
家
持
の
皇
統
讃
美
の
表
現
1
「
あ
ま
の
ひ
つ
ぎ
」
1
」
（
『
論
集
上
代
文
学
第
二
冊
』
所
収
）
に
詳
説
し
た
。
　
3
　
伊
藤
博
氏
「
家
持
の
芸
－
預
作
讃
歌
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
専
修
国
文
』
第
九
号
）
　
4
　
中
西
進
氏
『
柿
本
人
麻
呂
』
（
日
本
詩
人
選
2
）
一
五
頁
　
5
、
6
　
北
山
茂
夫
氏
「
大
伴
家
持
小
論
」
（
『
万
葉
の
創
造
的
精
神
』
所
収
）
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
7
　
シ
ラ
シ
ケ
ル
と
訓
む
説
が
あ
る
。
四
〇
九
四
は
原
文
「
之
良
志
久
流
」
で
シ
ラ
シ
ク
ル
と
訓
む
こ
と
に
異
説
は
な
い
が
、
四
二
五
四
は
「
所
知
　
　
来
流
」
と
あ
っ
て
、
西
本
願
寺
本
と
温
故
堂
本
に
「
所
知
来
」
の
左
に
シ
ラ
シ
ケ
と
あ
り
、
諸
注
で
は
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
み
シ
ラ
シ
　
　
ケ
ル
と
訓
ん
で
い
る
。
「
来
」
を
ケ
リ
と
訓
む
た
め
の
表
記
と
し
て
用
い
た
例
は
集
中
多
い
。
「
来
」
一
字
を
ケ
ラ
・
ケ
リ
・
ケ
ル
・
ケ
レ
と
訓
む
　
　
他
、
「
来
良
之
」
「
来
師
」
「
来
理
」
「
来
有
」
「
来
流
」
が
あ
る
。
ケ
リ
も
過
去
の
継
続
的
動
作
を
表
わ
し
、
シ
ラ
シ
メ
シ
ケ
ル
の
例
が
あ
る
。
し
　
　
か
し
、
シ
ラ
シ
ケ
ル
の
例
は
な
い
の
で
、
今
、
四
〇
九
四
の
例
か
ら
こ
れ
も
シ
ラ
シ
ク
ル
と
訓
む
こ
と
に
す
る
。
一3ヱー
